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EndNote WebにログインEndNote Webにログイン

Web of Knowledgeホーム画面右下のEndNote Webロ
グインリンクもしくはwww.myendnoteweb.comからもロ
グインが可能です。作成済みのID(メールアドレス)とパ
スワードを入力してログインしてください。
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左側の利用メニューを選択して操作を行います

EndNote Webメイン画面
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PubMedなどの検索

Online Searchによる検索の準備

PubMedなどの検索

Online Searchによる検索の準備

①Connectionを選びます。

②All Connection Filesから検索データベースを選
択し、Copy to Favoritesをクリックします。
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①Connection Filesで選んだリストが表示
されます。Connectをクリックすると、検索
画面になります。

Online Searchによるデータベース検索

(PubMedの場合)

②Search criteria　欄において検索式を作成し、
Searchボタンをクリックして検索します。

　　検索項目の指定、検索用語の組み合わせが可
能です。

検索語 検索項目 演算子
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①検索結果データの画面出力
を番号指定し、Retrieveをクリッ
クします。

②データをチェックします。

データの表示と取り込み
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③作成済のフォルダにデータをコピー取り込
みします。また、任意のフォルダ作成をCreate 
New Folderで行い、データをコピー取り込みし
ます。

新規フォルダに取り込む場合は
フォルダ名を入力します
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データにはCopied欄にチェッ
クが入ります。

作成フォルダ表記とデータ
件数が表示されます。

データ取り込み完了画面
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Web of Scienceからのデータ直接取り込みWeb of Scienceからのデータ直接取り込み

①検索を行い、結果データにチェック
をつけます。

②　　　　　　　　　　をクリックします。
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EndNote Webのライブラリに取り込んだメッージ
が表示されます。

Endnote Webをあらかじめ起動しておきます。

取り込みが終わると、Unfiledフォルダに収められます、
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Manage My Folderにおいて、新しいフォルダの作成、
フォルダの削除、フォルダ共有などを行えます。

Manage My Folderにおいて、新しいフォルダの作成、
フォルダの削除、フォルダ共有などを行えます。

フォルダの作成

①フォルダ名を記入　②Submitをクリック
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①左側領域でExportを選びます。

②フォルダを選択します。

③出力形式を選択します。

④保存、e-メール、印刷のど
れかを指定します。

ExportExport

フォルダデータをまとめて出力するときなどに利用し
ます。
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スタイルの選択スタイルの選択

Output Stylesにおいて、スタイル全リストから使用スタイ
ルを選択し、Copy to Fvoritesボタンによってお気に入り追
加しておくと、使用時に便利です。

投稿論文の引用リスト作成準備投稿論文の引用リスト作成準備
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投稿論文の引用リスト作成投稿論文の引用リスト作成

①MS-Wordによって投稿論文を記述します。
③EndNote Webツールバーの
Find(むしめがねアイコン)をクリッ
クします

②引用したい箇所にカーソル
を置きます。
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EndNote Webの個人用ボックスにアクセスが始
まり、ログインボックスが表示されますので、ID(E-
mail address)とPasswordを入力します。
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引用データを特定するため、Find欄に用語を入力して(ここ
の例では著者名)Searchをクリックした後の画面です。

見つかったデータをクリックし、
Insertボタンをクリックします。
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引用指定とその文献リストアップが完了します。
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Format Paperによる投稿論文の引用リスト作成

あらかじめ引用データをBibliography機能
でファイル保存しておくと便利です。
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論文作成をMS-Wordで行い、rtfファイル(リッチテキスト)
保存します。



20

{Giessing, 2007}

引用部分に著者と出版年を先のBibliographyリストからの
コピーか、手動入力にて埋め込みます。
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Format Paperを選んだ上、右側領域において、参照ボタン
をクリックして論文ファイル(リッチテキスト)を指定します。

投稿スタイルを選びます。

Formatをクリックします。
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埋め込んだ表記と、データがマッチしたことが示され、
保存別ファイル名確認が表示されますので、任意場所
に保存を行います。
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フォーマットが完了します。
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Bibliography機能により、引用スタイルを適用して、論
文作成とは別に、文献リストをいつでも作成できます。

Bibliography機能により、引用スタイルを適用して、論
文作成とは別に、文献リストをいつでも作成できます。

データフォルダを選択

引用スタイルを指定

ファイル形式を指定

ファイルに保存する
例です。E-mail、印
刷もそれぞれのボタ
ンにより可能です。
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ファイル保存された文献リスト例

Format  Paperによって投稿論文の文献リストを作成する
際に、上記ファイル内容を部分的にコピーしていただくこと
ができます。
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データフォルダの共有データフォルダの共有

①Manage My Foldersをクリックします。

②フォルダリストから共有対象のフォルダを選びま
す。

③共有するユーザのID(メールアドレス)を記入しま
す。(まとめてアドレスを記入したテキストファイル
を使用できます。この場合は、参照をクリックして
該当ファイルの場所とファイル名を指定します。)

③Submitをクリックします。 Share Folders項目
に共有フォルダ名が表示されます。
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PC版のEndNote(Ver10.0.2)とEndNote
Webの間でデータをやり取りできます。

PC版のEndNote(Ver10.0.2)とEndNote
Webの間でデータをやり取りできます。

EndNote(PC版)において転送元用あ
るいは転送受用ライブラリを用意し、
ToolsメニューからTransfer 
Referencesを選びます。

EndNote Web用のアカウントを
記入します。
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PC側のライブラリと、Web側のフォルダを指定します。

WebからPCに取り込む場合、上側
のチェックを行います。
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この例では、PC版にWebからデータを取り込み完了さ
せたところです
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Importによるテキストファイルデータの取り込みImportによるテキストファイルデータの取り込み

商用データベースでの検索結果を取り込むには、Import Filtersによっ
てフィルタをあらかじめ用意します。

All Import Filtersからフィルタを選び、Copy to Favoritesによってお気
に入りリストに入れておきます。
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検索後表示されたデータにチェックを入れ、
Display項目をMEDLINEにします。

画面が変わりますがそのままSend to欄を
Fileに変更します。

保存確認ボックスにおいて保存をクリックし、
任意場所にダウンロードします。

PubMed検索からの取り込み例PubMed検索からの取り込み例
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①参照ボタンをクリックしてダウン
ロードしたファイルを選びます。

②フィルタを選びます。

③Importをクリックします。

Unfiledフォルダに取り込まれます

ダウンロードしたテキストファイルデータのインポート
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補足補足

•アカウントの作成

•Plug-inのダウンロードとセットアップ

•EndNote Desktop版とWeb版の簡易比較

•アカウントの作成

•Plug-inのダウンロードとセットアップ

•EndNote Desktop版とWeb版の簡易比較
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アカウントの作成アカウントの作成

My EndNote Webアカウン
トの作成またはログイン

次ページまでの手順を一度だけ行う必要
があります。
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アカウントの登録(Register)

登録画面にて必要事項を記入
します
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　(注)従来のEndNote PC版 Ver10.01以
上をインストールしていれば、以降の処置
は不要です。Ver10->10.01へのバージョ
ンアップは無料で、EndNoteのHelpメニュー
のEndNote Program Updatesより行えま
す。

My Library画面において、Download 
Installersをクリックします。

Plug-inのダウンロードとセットアップPlug-inのダウンロードとセットアップ
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該当するPlug-inをクリックします。
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任意の場所に保存し、その後この入手プログラムをセットアッ
プ実行してプログラムの指示に従います。
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機能 EndNote X.0.2 EndNote Web

文献情報の保存件数 無制限(最大10万件まで推奨) 1万件まで
ライブラリ(フォルダ)の保存数 無制限 20まで
Importフィルタ、Outputスタイルのカスタマイズ ○ -

ジャーナル名の省略形式、フル形式の出力制御 ○ -
ISI Web of Knowledgeへのリンク - ○
PDFファイルのリンク付け ○ -

オフラインでの作業 ○ -
プログラムのアップグレードの手間 本体プログラムの入手とセットアップ プラグインのダウ

ンロードとセット
アップ

機能 EndNote X.0.2 EndNote Web

文献情報の保存件数 無制限(最大10万件まで推奨) 1万件まで
ライブラリ(フォルダ)の保存数 無制限 20まで
Importフィルタ、Outputスタイルのカスタマイズ ○ -

ジャーナル名の省略形式、フル形式の出力制御 ○ -
ISI Web of Knowledgeへのリンク - ○
PDFファイルのリンク付け ○ -

オフラインでの作業 ○ -
プログラムのアップグレードの手間 本体プログラムの入手とセットアップ プラグインのダウ

ンロードとセット
アップ

EndNote Desktop版とWeb版の簡易比較EndNote Desktop版とWeb版の簡易比較


